
プログラム名 十二月 霞が関寄席 馬玉・駒与志二人会（2022年）

単元名 RA

アンケートタイトル 十二月 霞が関寄席 馬玉・駒与志二人会（2022年）

質問1 本プログラムを周りの方にお勧めしたいと思いますか。11段階でお答えく
ださい（10＝必ず勧める ～ 0＝勧めない）（択一式）

No 解答 人数 ％
1 10＝必ず勧める 10 71%
2 9 1 7%
3 8 3 21%
4 7 0 0%
5 6 0 0%
6 5=どちらでもない 0 0%
7 4 0 0%
8 3 0 0%
9 2 0 0%
10 1 0 0%
11 0＝勧めない 0 0%

合計 14  



質問2 質問1の回答理由を教えてください。（自由記述）

【自由記述】

・この1か月間多忙だったのでとても疲れがとれ、癒された時間でした。

・手作り感がある落語会で、演者と観客の距離が近く(良い意味で)毎回楽しく聴かせて
頂いています。

・自分自身この機会を通じて落語が好きになり、楽しみが増えました。

・普段触れる機会の少ない日本の文化を感じることが出来るので。

・落語の楽しさを知ってもらいたいから。

・気軽にレベルの高い古典落語を楽しめるから。

・落語に興味のある方にお勧めしたいです。

・楽しいから

・毎回、とても楽しいので。

・普段の生活の中で日本の文化である落語に接する機会がないため

・毎回ですが、お値段以上にお値打ちな会です。

・本格的な落語を手軽に楽しめるところ。

・その情景や心情が伝わってきます。リアルの良さを実感し、参加しているメンバーと
も同じ有意義な時間と空間が共有できることは素敵な世界を頂戴できていると感謝して
います。



質問3 出演者へのメッセージ、今後聴いてみたい噺等ございましたら、ぜひお聞
かせください。 ※演目が分からない場合は、キーワード（例：幽霊、熊五
郎、侍など）や粗筋でも結構です。（自由記述）

【自由記述】

・富久

・駒与志さんのねずみは、私の好きな噺のひとつですが、最後に登場する可愛らしい鼠
まで、多彩な登場人物(動物)の感情が伝わり、楽しく聴かせていただきました。 馬玉
師匠の二番煎じは、この時期ならではの噺ですが、番小屋でのやり取りがとても面白く
大いに笑わせていただきました。そのため、まっすぐ帰る気になれず、友人と煎じ薬を
頂いて帰りました。 次回も楽しみにしております。

・毎回楽しみにしております。 これからもどうぞよろしくお願いします。

・駒与志さん「ねずみ」から馬玉さん「二番煎じ（にばんせんじ）」の流れがとても気
持ちよく、 いい時間を過ごさせて頂きました。 ありがとうございました。

・いつもながら大変楽しみました。二番煎じは鍋と熱燗が一気に恋しくなりました。

・久しぶりに来場できました。講談なんかも取り入れてみると面白いかもしれません。

・今回は新しい話も聞けて新鮮でした。 ありがとうございました。

・「らくだ」を聴いてみたいです。

・駒与志さん いつもながらの名調子、楽しく拝聴させて頂きました。ネズミがトラを
ネコだと勘違いしていた落ちに大笑いしました。 馬玉さん 改めて良い声だと感じまし
た。二番煎じの演目では本当にお酒や鍋を食べているように感じました。また、演目前
のボヤキも最高でした。

・ちはやふる

・この霞が関寄席以外に落語を聴く機会はあまりないので、毎回どの噺も楽しませてい
ただいております。



質問4 プログラム全般や、Webサイト・mailでご案内しております「感染防止対策
」について、お気づきのことがございましたら、ぜひお聞かせください。
（自由記述）

【自由記述】

・感染防止対策はしっかりしていると思います。

・特にありません。

・今回アクリル板がないことについて、感染者数はともかく、コロナというものの付き
合い方がだんだん適度になってきたんだな、ということを感じました。距離はとってあ
りましたし、それで問題ないと思いました。

・丁度いい席数ではないでしょうか

・参加者の体温計測は継続するにしても、アクリルパネルは無いほうが、客席からも見
やすいです。 

・霞が関寄席は毎回楽しみにしておりますので、感染防止対策を引き続きよろしくお願
いします。

・いつも楽しませていただいています！

・観客が大声を出すような状況でもなく、演者と観客の間も距離を取ったりアクリル板
を置いたりしている限りは、感染について過度に心配する必要はないと思っております
。
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